
「
五
十
戸
」
の
表
記
が
み
ら
れ
る
荷
札
で
、

「種
田
」
の
地
名
は

『倭
名
類

乗
抄
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
荷
札
上
端
の
切
り
込
み
部
分
だ
け
で
な
く
、

表
面
に
も
組
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
貢
進
す
る
荷
物
に
か
け
た
紐
に
挟
み

込
ん
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
解
読
に
つ
い
て
は
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
御
指

導
と
御
援
助
を
受
け
た
。
さ
ら
に
佐
藤
信
氏
に
は
種
々
の
御
教
示
を
え
た
。

（三
宅
正
浩
）

大
阪
・
大
坂
城
三
の
丸

父
手
こ

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市
東
区
大
手
前
之
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
四
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
手
前
女
子
学
園
校
地
学
術
調
査
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
直
正

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
抜
郭
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
安
土
桃
山
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

大
坂
城
は
、
天
正

一
一
年

（
一
五
仝
こ

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
築
城
が
開
始
さ

れ
た
が
、
慶
長

一
九
年

（
三
全

四
）
の
大
坂
冬
の
陣
、
翌
元
和
元
年

（
三
全

五
）
の
大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
落
城
し
た
。
そ
の
後
、
元
和
六
年

（
三
公
〓
）

徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
に
の
こ
る
大
坂
城
の
遺
構
で
あ
る
。

豊
臣
時
代
の
大
坂
城
は
、
本
九

・
二
の
九
を
中
心
に
、
そ
の
外
側
に
は
広
大
な

三
の
丸
の
地
域
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
市
衝
地
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
三
の
九
に
ぶ
く
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
木
筒
の
出
土
例
が
あ
り
、　
一

九
八
〇
年

（昭
５５
）

に
は
、
外
濠
の
北
側
に
当
た
る
追
手
門
学
院
大
手
前
高
等

学
校

。
中
学
校
の
敷
地
か
ら
も
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
六
点
が
出
上
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
は

「
大
坂
城
三
の
九
（京
橋
口
）
遺
跡
」
と
し
て
本
誌
第
二
号
に
報
告

し
た
。
今
回
の
調
査
で
も
新
た
に
木
簡

一
二
点
が
出
土
し
た
。
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今
回
調
査
を
行
な
っ
た
の
は
、
大
阪
市
東
区
大
手
前
之
町
に
所
在
す
る
大
手

前
女
子
短
期
大
学
の
敷
地
で
、
校
舎
の
増
築
に
当
た
り
建
築
面
積
五
五
〇
∬
に

つ
い
て
全
面
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
区
域
の
北
側
約
三
分
の
一
は
原
地

形
が
高
く
、
南
方
に
向
か
っ
て
漸
次
下
降
し
、
現
在
の
地
表
面
下
約
三
ｍ
乃
至

三

・
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
敷
地
全
面
に
わ
た
っ
て
厚
さ
四
〇

釦
を
五
Ｏ

ｃｍ
の
包

含
層
を
検
出
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
豊
臣
時
代
大
坂
城
所
用
の
金
箔
瓦
の
ほ
か
、

多
数
の
屋
瓦
片
、
土
器

・
陶
磁
器

。
木
製
品
を
包
含
し
て
い
た
。
こ
れ
を
除
去

す
る
と
上
町
台
地
の
基
盤
層
に
達
し
、
層
中
に
喰
い
込
ん
で
六
つ
の
上
羨

（
Ｓ

Ｋ
Ｏ
一
―
一〇

を
検
出
し
た
。
土
羨
中
に
も
多
量
の
遺
物
を
包
含
し
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
上
羨
は
、
京
橋
口
と
同
様
、
大
坂
落
城
時
に
は
じ
ま
る
整
地
に
際
し

て
不
用
品
を
投
棄
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
包
含
層
も
整
地
に
伴

う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
約
二

・
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
盛
土
が
あ
り
、
そ

の
上
面
が
再
建
大
坂
城
の
地

表
面
で
あ
る
。

木
筒
は
十
二
点
出
上
し
、

そ
の
他
に
墨
痕
の
み
と
め
ら

れ
る
木
片
三
点
が
あ
る
。
こ

れ
を
遺
構
別
に
す
る
と
Ｓ
Ｋ

Ｏ
三
が
四
点
、
Ｓ
Ｋ
Ｏ
五
が

二
点
、
の
こ
り
の
六
点
は
包

含
層
中
か
ら
検
出
し
た
。
な

お
別
に
、
包
含
層
中
か
ら
検
出
し
た
径

り
、
二
行
の
墨
書
が
み
と
め
ら
れ
る
。

が
、
も
う

一
字
は
判
読
で
き
な
い
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

出
土
木
簡
十
二
点
の
す
べ
て
に
墨
書
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
容
易
で

な
い
。
釈
文
に
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
の
ご
助
力

を
得
た
。

14)

「＜
九
十
六
」

「
＜
九
十
六
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ωマ
Ｓ
恙

畠
中

「
一
両
国
」

「
　

□
□
L

「
ひ
二
□
国
の
回
□
□
□
」

「
　
　
下
□
氏
□
銀
　
　
」

「／＼
　
章Ｗ
　
土不
董
口
　
牝
鱚
一
そ
円
　
」

×
門
宗
八〔熊
力
〕

□
□
喜
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

と
認
］
昌

四

・
二

伽
の
円
形
の
曲
物
の
蓋
が
あ

行
は

「志
ろ
さ
□
」
と
判
読
で
き
る

μ
Ｏ
ヽ

Ｘ

”
∞

×

μ
　
　
Ｏ
い
Ｐ

『
∞

×

μ
∞

Ｘ

］

　

Ｏ
μ
μ

(大阪東北部)



⑨
　
　
　
□
う
し
於
□
」

①
　
。「＜
□〔即
配
郎
」

。
「＜
同
日
――
日
日
匡

⑪
　
　
□
□

⑫
　
　
□□
一
ご

〔靭
力
〕

９
　
関
係
文
献

教簸

舒範

鋤

蚕

避

蚊
虹

剛
幣

究〓

ハ
購

『大
坂
城
一二
の
九
跡
己

名
＜
　
　
川
尻
新
右
衛
門

名
＜
又
□
□
　
　
　
」

名
＜
二
斗
二
升
三
合
」

□
□

【廻
訂
〔少
力
〕

名
＜
さ
ら
い
□
□
」

ｏ「＜
さ
ら
」砂
配

や
〇
〇

×

ヽ
牌
×

⇔

　

〇
∞
］

牌
〕
∞

×

や
∞
×

ヽ

　

〇
∞
∞

（
Φ
卜
）

×

∞
ω

×

⇔

　

〇
］
］

μ
］
ヽ

×

∞
『

×

〇

（
μ
μ
Ｏ
）

Ｘ

中
Φ
×

中

Φ
∞

Ｘ

Ｐ
枷

×

ト

（
ヽ
Ｏ
）
Ｘ

］
ド

×

μ

（μ中⇔）
×
∞〇
×
釦
　
ＯΦμ

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

（予
定
）

（藤
井
直
正
） 驚   駕

木

簡

研

究

第
毒

巻
頭
言
―
―
木
簡
と
墨
書
土
器
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
邦
雄

一
九
七
九
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
跡

藤
原
官
跡
　
藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
左
京

内
膳
町
跡
　
国
府
遺
跡
　
大
阪
城
二
の
九
全
爪
橋
口
）
遺
跡
　
木
津

民
館
跡
　
下
津
城
跡
　
城
山
遺
跡
　
新
倉
館
跡
　
鴨
遺
跡
　
穴
太

遺
跡
　
服
部
遺
跡
　
畑
田
廃
寺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
道
伝
遺
跡

払
田
柵
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
安
芸
国
分

尼
寺
伝
承
地
　
久
米
窪
田
狂
遺
跡
　
金
光
寺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
０

平
城
官
跡

（第
〓
二
次

・
第
一
六
。
一
七
次
・
第
一
八
次
。
第
二
〇
次
）

周
防
鋳
銭
司
跡

木
簡
と
大
宝
令

中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状

柚
井
遺
跡
出
土
の
木
簡

彙
報

（残
部
僅
少
）
頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

岸
　
　
俊
男

永
田
　
英
正

栄
原
永
遠
男




